
 

 ɟ˳ႎ∝јௐႎ↙ӕኵ↝ਖ਼ᡶ 

� ࡘいて、地域♫と࠾学校ࡢࢀࡒࢀࡑ、ࡣためࡿたᩍ育ㄢ⛬ࠖをᐇ⌧すࢀ㛤♫ࠕ

㈨㉁࣭⬟ຊをᩍ育ࡿࢀࡽồめためࡢࡑ、ࡋを地域♫とඹ᭷ࢀࡑ、ࡾᶆをస┠ࡿ࠶ࡢࡾが࡞

ㄢ⛬で᫂☜ࡋ、地域♫とࡢ㐃ᦠཬࡧ༠ാࡢࡑࡾࡼᐇ⌧をᅗࡗていくࡇとが㔜せです。 

 「かれた学校」から一ഩ៊ǈ出し、地域の人々とႸやȓǸȧンを共ஊし、地域と一体となっ
て子どもたちを育む「地域とともにある学校」がࢳされています。また、地域のಮ々なೞ᧙が
ȍȃトȯーク化をりながら、学校、家庭ӏび地域がႻʝに協力し、子どもも大人も学び合い育
ち合う教育体Сをನሰし、「学校をఋとした地域づくり」をਖ਼進することも൭められています。 

 こǕƔǒの地؏Ʊ学校のǊƟすǂき૾Ӽ 

Ʀのために 

・地域全体でசஹを担う子どもたちのᧈを支え、地域をо生することができる。 

・子どもたちの教育のឋをെに向ɥさせることができる。 

Ʀうすることで 

� 学校ࡅࡔで子どもを育てࡢࡿで࡞ࡣく、地域ఫẸと୍⥴࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥཬࡧ地域
学校༠ാᮏ㒊㸦άື㸧を୍体ⓗ࣭ຠᯝⓗ㐠⏝すࡇࡿとがồめࢀࡽていࡲす。�

コミュニティ・スクールƱ地؏学校ңஜ部（ѣ）の᧙̞ 

� 学校と地域のјௐ的な連携・協働とਖ਼進をるためには、学校運営協議会と地域学校協働本
部がɲとなり運営していくことが大切です。地域人が学校運営協議会・地域学校協働本部
のನ員を務めるなど、ƦれƧれのჷ見、ኺ験、課᫆等の共ஊにより一体的・јௐ的なਖ਼進が
 。られます

 

ǳミȥȋティ・スクールと地域学校協働本部Ტ活動Უが一体的にਖ਼進 

୍体ⓗ࣭ຠᯝⓗ᥎㐍�

 地域が学校ᨭ
すࡢࡿで࡞ࡣく㐃
ᦠ࣭༠ാをめࡋࡊ
�。すࡲ

ȝǤȳȈĬ 

� 地域㐃ᦠᢸᙜとࡣ、学

校ࡢᩍ⫋ဨがᢸい、学校

�。すࡲࡾ࡞ཱྀ❆ࡢ

� 学校と地域
が࣮ࢼࢺ࣮ࣃ
とࡋてάືࡋ
�。すࡲ

� 地域ఫẸがᢸい、学校と

地域をࡄ࡞ࡘᠱࡅᶫࡾ࡞

た、地域学校༠ാࡲ。すࡲ

ᮏ㒊ᡤᒓࡲࡋす。�

 学校運営協議
会はブレǤン的
な役割です。 

 地域学校協
働本部は実働
部ᨛのような
 。ですנ܍

Ӌဒ 

学校㐠Ⴀ༠㆟�
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コミュニティ・スクール 

 地域学校協働活動とは、地域の᭗ᱫᎍや保ᜱᎍƩけでなく、民間˖ಅや団体、NPO等のࠢ

広い地域住民等のӋဒを得て、地域全体で子どもたちの学びやᧈを支えるとともに、「学

校をఋとした地域づくり」をႸ指して、地域と学校がႻʝにパートȊーとして連携・協働し

て行うಮ々な活動です。地域学校協働本部は、地域学校協働活動を行うɥで中心となり、学

校運営協議会と一体的・јௐ的に活動をਖ਼進する組ጢです。 

 地域学校協働ѣ≋本部≌と↞ 

⇙∅∋⇱⇬⇉∝⇟⇕∞∑≋≦≶≌と↞ 

 Ꮛᘍ↝ኵጢӏ↢ᢃփ૾ע≋

 ↚᧙ↈ↺ඥࢷᇹ≗≚வ↝≙≌ 

コミュニティ・スクールの 

 ᲭƭのೞᏡ 

○校ᧈが作する学校運営のؕ本方針を 

 承ᛐする 

○学校運営について、教育ۀ員会Ӎは校ᧈ 

 にॖ見をᡓǂることができる 

○教職員の任ဇに᧙して、教育ۀ員会ᙹЩ 

 に定める事について、教育ۀ員会に  ॖ

 見をᡓǂることができる 

運営にഎかせないᲭつのȝǤント 

 ǳミȥȋティ・スクールとは、学校と地域住民や保ᜱᎍ等が
力を合ǘせて学校の運営に取り組むことがӧᏡとなる「地域と
ともにある学校」に᠃੭するためのˁ組ǈです。 

ž学校運営

協議会」を

設置してい

る学校 

� ಖㆤ⪅࣭地域ఫẸ➼が学校
㐠Ⴀ༠㆟を㏻ࡌてࠕ地域で
ど࡞ࢇ子どもを育てࠖࡢࡿ
というビジョンをඹ᭷ࡋ、ᙜ

⪅とࡋて学校㐠Ⴀ
�。すࡲࡋ⏬ཧ

� �
� ඹ᭷ࡋた
ビジョン࣭ ┠
ᶆࡅྥて、
でࡇࡿࡁとを
すࡿ。�

� ┠ᶆࡸ
ビジョン
をඹ᭷す
�。ࡿ

� ୰᰾とࡿ࡞学校ࡣ、
校㛗ࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡢ
もと学校と地域ࡢࣉ
を⤖ࢿ࣐ࡿࡅࡘࡧジ
࣓ンࢺをすࡿ。�
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      学校運営協議会と地域学校協働本部を結ぶ 

� 地域㐃ᦠᢸᙜ㸦ᩍ⫋ဨ㸧と地域学校༠ാάື᥎㐍ဨがタ⨨ࡇࡿࢀࡉとで、学校㐠Ⴀ༠㆟と

地域学校༠ാᮏ㒊が㐃ᦠをᅗࡸࡾすくࡾ࡞、άືがάᛶࡲࡋす。�

 地؏ᡲઃਃ࢘（ᎰՃ）Ʊ地؏学校ңѣਖ਼ᡶՃのࢫл 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動ਖ਼進員、PTA役員、 

π民ᧈ、NPO、᩷年団、民生ۀ員、 

スȝーȄ団体           等                 

 学校ᢃփңᜭ˟Ʊ地؏学校ңஜ部のನՃ（ˎ） 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動ਖ਼進員、᧙̞ᎍ、 

地域住民、学ᜤኺ験ᎍ、民生ۀ員、 

当ᛆ校校ᧈ、地域連携担当Ტ教職員Უ� 等 

 実ឋ的で活ႆな議ᛯを通ơて学校運営

協議会としての一定の方向性を決定でき

るᆉࡇの人ૠが࣏ᙲです。 

 地域学校協働活動ਖ਼進員とは、地域

住民と学校とのऴإ共ஊや助ᚕ等を行

うᎍで、教育ۀ員会が֚ۀします。 

地域連携担当Ტ教職員Უ 地域学校協働活動ਖ਼進員 

�ࡢ校ෆ࣭学校㛫㸦校༊㛫㸧࣭ᩍ育ጤဨとۑ

� 㐃⤡࣭ㄪᩚ�

�ᢕᥱࡢࢬ࣮ࢽࡢ➼校ෆᩍ⫋ဨۑ

�ཱྀ❆ࡢಖㆤ⪅、㛵ಀᶵ㛵とࡸ地域ۑ � ➼�

�ሗඹ᭷ࡢ地域ఫẸと学校とۑ

�ሗᥦ౪ࡢ地域ఫẸࡿ㛵す༠㆟⤖ᯝۑ

�ເ㞟࣭☜ಖࡢࢸンࣛ࣎地域ۑ

�ᣦᑟຓゝࡢάືを⾜う地域ఫẸۑ � ➼�

ᡲઃを݅ƴ 

 地域連携担当Ტ教職員Უは、地域เ

を生かした学校活動、ಅႆを進める

中ఋ 

 地域学校協働活動ਖ਼進員は、子どもの

ᧈにᝡྂするเに᧙するऴإをᨼめ、地

域にƦのॖ፯をˡえる中ఋ 

� ᪥㡭ࡽ地域㈨※ࡢ㛤Ⓨをᡭࡅて࠾くࡇとで、㇏ᐩ࡞学⩦ᶵがᚓࡲࢀࡽ

す。࠾い㐃⤡をྲྀྜࡾい࡞がࡽάືを㐍めていࡻࡋࡲࡁう。�

� 地域㐃ᦠᢸᙜ㸦ᩍ⫋ဨ㸧と地域学校༠ാάື᥎㐍ဨࡣ、ሗをඹ᭷࡞ࡋがࡽ㐃ᦠをᐦࡋ、㐍め

�。とが大切ですࡇࡿ

ȝǤȳȈĭ 

地؏学校ңஜ部 学校ᢃփңᜭ˟ 

ɟ˳ႎƴਖ਼ᡶ 

� 学校を含め、地域全体で子どもたちを育てていくというビジョンが大切です。�

コミュニティ・スクール導入で期待できる効果 

 コミュニティ・スクール（ＣＳ）の取組 

南中学校区一斉あいさつデ―。 

毎月第一水曜日に行っています。 

 ＣＳと地域学校協働本部が一体となり、学校と地域とが結

びついています。校務分掌の中にも地域連携担当を位置づ

け、活動がスムーズに進むよう取り組んでいます。 

東部地区の各学校でこんな取組をしています！ 

� かけ算九九支援、通学路整備、地域文化継承、避難訓練、職場体験、ミシンボランティア、 

 クラブ活動、書道指導、音楽指導、地域歴史探訪のゲストティーチャー、調理実験補助 等�

5年生を中心に地域の方と全校

で米作り。収穫祭も行います。 

見守り＆パトロール。地域主体で

子ども達を見守ります。 

放課後子供教室。地域の方に見

守られ、黙々と学習します。 

 校区学校運営協議会で、どのような子どもを育てるかを学

校と地域が共通理解し、ＣＳテーマを「凡事徹底～志を持つ

子を育てるために～」と設定。地域が学校運営を理解したう

えで活動を行っています。 

校区学校運営協議会。よりよ

い学校運営を考えます。 

＜地域＞ 

○子どもたちに積極的に声をかけたり、指導したりする場面が増加します。 

○学校任せにするのではなく、地域住民等が学校と共に対応策を考え、解決していきます。 

○学校が社会的なつながりを得られる場となり、地域のよりどころとなります。 

○学校の現状や運営方針について理解が深まり、地域が学校の応援団となります。 

＜学校＞ 

○多くの大人の専門性や地域の力を生かした学校運営や教育活動ができ、活気が出ます。 

○学校・家庭・地域の適切な役割分担で、教職員が子どもに向き合う時間の確保につながります。 

○地域住民等の考えや地域の特性を生かすことで、学校での学びがより豊かで広がりを持ちます。 

○地域と一緒に防災訓練を行うことができ、地域にも協力してもらうことができます。 

南中ＣＳの取組。育てた花を地

域の方へプレゼントします。 

学
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      学校運営協議会と地域学校協働本部を結ぶ 

� 地域㐃ᦠᢸᙜ㸦ᩍ⫋ဨ㸧と地域学校༠ാάື᥎㐍ဨがタ⨨ࡇࡿࢀࡉとで、学校㐠Ⴀ༠㆟と

地域学校༠ാᮏ㒊が㐃ᦠをᅗࡸࡾすくࡾ࡞、άືがάᛶࡲࡋす。�

 地؏ᡲઃਃ࢘（ᎰՃ）Ʊ地؏学校ңѣਖ਼ᡶՃのࢫл 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動ਖ਼進員、PTA役員、 

π民ᧈ、NPO、᩷年団、民生ۀ員、 

スȝーȄ団体           等                 

 学校ᢃփңᜭ˟Ʊ地؏学校ңஜ部のನՃ（ˎ） 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動ਖ਼進員、᧙̞ᎍ、 

地域住民、学ᜤኺ験ᎍ、民生ۀ員、 

当ᛆ校校ᧈ、地域連携担当Ტ教職員Უ� 等 

 実ឋ的で活ႆな議ᛯを通ơて学校運営
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るᆉࡇの人ૠが࣏ᙲです。 

 地域学校協働活動ਖ਼進員とは、地域

住民と学校とのऴإ共ஊや助ᚕ等を行

うᎍで、教育ۀ員会が֚ۀします。 

地域連携担当Ტ教職員Უ 地域学校協働活動ਖ਼進員 

�ࡢ校ෆ࣭学校㛫㸦校༊㛫㸧࣭ᩍ育ጤဨとۑ

� 㐃⤡࣭ㄪᩚ�

�ᢕᥱࡢࢬ࣮ࢽࡢ➼校ෆᩍ⫋ဨۑ

�ཱྀ❆ࡢಖㆤ⪅、㛵ಀᶵ㛵とࡸ地域ۑ � ➼�

�ሗඹ᭷ࡢ地域ఫẸと学校とۑ

�ሗᥦ౪ࡢ地域ఫẸࡿ㛵す༠㆟⤖ᯝۑ

�ເ㞟࣭☜ಖࡢࢸンࣛ࣎地域ۑ

�ᣦᑟຓゝࡢάືを⾜う地域ఫẸۑ � ➼�

ᡲઃを݅ƴ 

 地域連携担当Ტ教職員Უは、地域เ

を生かした学校活動、ಅႆを進める

中ఋ 

 地域学校協働活動ਖ਼進員は、子どもの

ᧈにᝡྂするเに᧙するऴإをᨼめ、地

域にƦのॖ፯をˡえる中ఋ 

� ᪥㡭ࡽ地域㈨※ࡢ㛤Ⓨをᡭࡅて࠾くࡇとで、㇏ᐩ࡞学⩦ᶵがᚓࡲࢀࡽ

す。࠾い㐃⤡をྲྀྜࡾい࡞がࡽάືを㐍めていࡻࡋࡲࡁう。�

� 地域㐃ᦠᢸᙜ㸦ᩍ⫋ဨ㸧と地域学校༠ാάື᥎㐍ဨࡣ、ሗをඹ᭷࡞ࡋがࡽ㐃ᦠをᐦࡋ、㐍め

�。とが大切ですࡇࡿ

ȝǤȳȈĭ 

地؏学校ңஜ部 学校ᢃփңᜭ˟ 

ɟ˳ႎƴਖ਼ᡶ 

� 学校を含め、地域全体で子どもたちを育てていくというビジョンが大切です。�

コミュニティ・スクール導入で期待できる効果 

 コミュニティ・スクール（ＣＳ）の取組 

南中学校区一斉あいさつデ―。 

毎月第一水曜日に行っています。 

 ＣＳと地域学校協働本部が一体となり、学校と地域とが結

びついています。校務分掌の中にも地域連携担当を位置づ

け、活動がスムーズに進むよう取り組んでいます。 

東部地区の各学校でこんな取組をしています！ 

� かけ算九九支援、通学路整備、地域文化継承、避難訓練、職場体験、ミシンボランティア、 

 クラブ活動、書道指導、音楽指導、地域歴史探訪のゲストティーチャー、調理実験補助 等�

5年生を中心に地域の方と全校

で米作り。収穫祭も行います。 

見守り＆パトロール。地域主体で

子ども達を見守ります。 

放課後子供教室。地域の方に見

守られ、黙々と学習します。 

 校区学校運営協議会で、どのような子どもを育てるかを学

校と地域が共通理解し、ＣＳテーマを「凡事徹底～志を持つ

子を育てるために～」と設定。地域が学校運営を理解したう

えで活動を行っています。 

校区学校運営協議会。よりよ

い学校運営を考えます。 

＜地域＞ 

○子どもたちに積極的に声をかけたり、指導したりする場面が増加します。 

○学校任せにするのではなく、地域住民等が学校と共に対応策を考え、解決していきます。 

○学校が社会的なつながりを得られる場となり、地域のよりどころとなります。 

○学校の現状や運営方針について理解が深まり、地域が学校の応援団となります。 

＜学校＞ 

○多くの大人の専門性や地域の力を生かした学校運営や教育活動ができ、活気が出ます。 

○学校・家庭・地域の適切な役割分担で、教職員が子どもに向き合う時間の確保につながります。 

○地域住民等の考えや地域の特性を生かすことで、学校での学びがより豊かで広がりを持ちます。 

○地域と一緒に防災訓練を行うことができ、地域にも協力してもらうことができます。 

南中ＣＳの取組。育てた花を地

域の方へプレゼントします。 
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 参加型で活性化 

ↂ⇂↙ↂ↗をज़ↇた↸参加↚ 

○懇談会や研修会等で意見が出ない。 

○ᆢಊႎな話合いになっていない。 

○Иめて同士緊張感が感じられる。 

○話をᎥいてƹかりで一方ᡫ行だと感じる。 

○たくƞんのૼたなऴإを得ることができる。 

○ಏしい雰囲気で話合いができる。 

○教員と保護者、保護者同士など್のƭながり

を作ることができる。 

○悩みやွբをᚐ決することができる。 

○学ኢや学࠰、学校全体に活気が出る。 

ऴإをᨼめ⅚ᚘဒをᇌ↕る 

○ʙ前に保護者の悩みなどを生活ȎートやアンǱート、˂の教Ꮀ員からのऴإで৭੮する。                                    
○アンǱートのኽௐ等から、会で話し合うテーマを決める。 
 。間ᚘ画を学ኢ役員と相談してᇌてる࠰度当Иに会の࠰○

  保護者会の運営方ඥ、テーマなど 
○アンǱートのኽௐ、૰等を作成する。  
  ୍െからᆢಊႎに保護者と話をしておく

と、保護者の関心ʙがЎかります。 

˟のకϋを工夫する 

○お̝りで会のకϋをしましょう。テーマや
会の流れなどいておくとよいでしょう。
会の名前を工夫するのもјௐႎです。 

 例：ᇹ１ׅ学࠰懇談会「Иめての○࠰保護  
   者サロン」のおჷらせ             

 ᱅ெには保
護者をもてな
す言ᓶをい
ておきましょ
う。 

       懇談会・研修会活性化のコツ 

アンǱートは、担のݲないቇҥなものにしま

しょう。また、˴にƭいてのアンǱートなのか、

テーマをいておきましょう。 

ポイント① 

ポイント② 

○学校生活の写真や動画、児童の作品を自由に見られるようにしておく。 

  → 保護者同士の会話が弾み、担任も話しかけやすくなります。 

○一人ではなく、「みんなで考える」場作りを設定しておく。 

  → 教室等に入った時の雰囲気も大切です。机を合わせて、グ   

    ループを作っておくことで雰囲気もガラッと変わります。 

○話し合う前には、アイスブレイクで和やかな雰囲気にする。 

  → いきなりの話合いは緊張するものです。笑顔になれる活動を 

    やってみましょう。自己紹介では、名前だけでなく「子ども 

    が夢中になっていること」「苦手な食べ物」などを付け加え 

    ると共感を得られます。 

○話し合いやすいように、付箋やワークシート、模造

紙などを準備する。 

○会の前に、「参加」「尊重」「守秘」を確認する。 

  参加者の自己開示を促すきっかけづくりになります。 

○教員の話は、伝えたいことを絞って話す。 

  だらだらと長い話は、禁物です。伝えたいことはあらかじめ文章にま
とめておくとよいです。 

○教員自ら「傾聴する姿勢」を示す。 

  「うなずき」や「あいづち」の動作は相手によい印象を与えます。     

 どんな意見に対しても、尊重し受け入れる心持ちが大切です。     

○「話合いの流れ」を工夫する。 

  「個人」⇒「グループ」⇒「全体」 

○会の運営をコントロールする。 

  あらかじめ、話合い等の時間を設定しておくと会の
流れがスムーズになります。 

○託児教室を設ける。（宿題、映画鑑賞なども）○懇談会、研修会等の時間を短く設定する。 
○日程を工夫する。（例：給食試食会→懇談会、研修会→授業参観、発表会→研修会 等） 
○会の名前を工夫する。（○○サロン、◇◇お悩み教室 等） 

テーマを工夫する 

 １グループは、４
～６人程度の人数で
座れるように机を合
わせておきます。保
護者と一緒に会場設
営すると会話のきっ
かけとなります。 

 会を進めるにあたってファシリテーター（進行役）は重要なポイントです。保護者任せで 

はなく、慣れるまでは教員がしていきましょう。また、保護者が進行する場合は入念な打合せ 

や台本等があるといいでしょう。 

 ＜ファシリテーターの役割＞   

  ○会の進行   ○グループ編成の決定   ○オリエンテーション・アイスブレイク 

  ○適切なグループへの関わり（アイデアの引き出し役） 

  ○発表等に対する適切な助言   ○ワークショップのまとめ 

 保護者の関心の高いテーマにすると参加しようという意欲も湧きま

す。また、わかりやすいテーマの方が参加しやすくなります。 

例：「担任の思い・保護者の思い」「わが子の生活習慣、大丈夫？」 
  「子育てって」「子どもにとって本当に大切なものは」 

ファシリテーターを決める 

「参加」「尊重」「守秘」
とは・・・ 

。 

より多くの保護者が参加できるための工夫 

話しやすい雰囲気作りを考える 

話合いのルールや流れを確認する 
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 参加型で活性化 

ↂ⇂↙ↂ↗をज़ↇた↸参加↚ 

○懇談会や研修会等で意見が出ない。 

○ᆢಊႎな話合いになっていない。 

○Иめて同士緊張感が感じられる。 

○話をᎥいてƹかりで一方ᡫ行だと感じる。 

○たくƞんのૼたなऴإを得ることができる。 

○ಏしい雰囲気で話合いができる。 

○教員と保護者、保護者同士など್のƭながり

を作ることができる。 

○悩みやွբをᚐ決することができる。 

○学ኢや学࠰、学校全体に活気が出る。 

ऴإをᨼめ⅚ᚘဒをᇌ↕る 

○ʙ前に保護者の悩みなどを生活ȎートやアンǱート、˂の教Ꮀ員からのऴإで৭੮する。                                    
○アンǱートのኽௐ等から、会で話し合うテーマを決める。 
 。間ᚘ画を学ኢ役員と相談してᇌてる࠰度当Иに会の࠰○

  保護者会の運営方ඥ、テーマなど 
○アンǱートのኽௐ、૰等を作成する。  
  ୍െからᆢಊႎに保護者と話をしておく

と、保護者の関心ʙがЎかります。 

˟のకϋを工夫する 

○お̝りで会のకϋをしましょう。テーマや
会の流れなどいておくとよいでしょう。
会の名前を工夫するのもјௐႎです。 

 例：ᇹ１ׅ学࠰懇談会「Иめての○࠰保護  
   者サロン」のおჷらせ             

 ᱅ெには保
護者をもてな
す言ᓶをい
ておきましょ
う。 

       懇談会・研修会活性化のコツ 

アンǱートは、担のݲないቇҥなものにしま

しょう。また、˴にƭいてのアンǱートなのか、

テーマをいておきましょう。 

ポイント① 

ポイント② 

○学校生活の写真や動画、児童の作品を自由に見られるようにしておく。 

  → 保護者同士の会話が弾み、担任も話しかけやすくなります。 

○一人ではなく、「みんなで考える」場作りを設定しておく。 

  → 教室等に入った時の雰囲気も大切です。机を合わせて、グ   

    ループを作っておくことで雰囲気もガラッと変わります。 

○話し合う前には、アイスブレイクで和やかな雰囲気にする。 

  → いきなりの話合いは緊張するものです。笑顔になれる活動を 

    やってみましょう。自己紹介では、名前だけでなく「子ども 

    が夢中になっていること」「苦手な食べ物」などを付け加え 

    ると共感を得られます。 

○話し合いやすいように、付箋やワークシート、模造

紙などを準備する。 

○会の前に、「参加」「尊重」「守秘」を確認する。 

  参加者の自己開示を促すきっかけづくりになります。 

○教員の話は、伝えたいことを絞って話す。 

  だらだらと長い話は、禁物です。伝えたいことはあらかじめ文章にま
とめておくとよいです。 

○教員自ら「傾聴する姿勢」を示す。 

  「うなずき」や「あいづち」の動作は相手によい印象を与えます。     

 どんな意見に対しても、尊重し受け入れる心持ちが大切です。     

○「話合いの流れ」を工夫する。 

  「個人」⇒「グループ」⇒「全体」 

○会の運営をコントロールする。 

  あらかじめ、話合い等の時間を設定しておくと会の
流れがスムーズになります。 

○託児教室を設ける。（宿題、映画鑑賞なども）○懇談会、研修会等の時間を短く設定する。 
○日程を工夫する。（例：給食試食会→懇談会、研修会→授業参観、発表会→研修会 等） 
○会の名前を工夫する。（○○サロン、◇◇お悩み教室 等） 

テーマを工夫する 

 １グループは、４
～６人程度の人数で
座れるように机を合
わせておきます。保
護者と一緒に会場設
営すると会話のきっ
かけとなります。 

 会を進めるにあたってファシリテーター（進行役）は重要なポイントです。保護者任せで 

はなく、慣れるまでは教員がしていきましょう。また、保護者が進行する場合は入念な打合せ 

や台本等があるといいでしょう。 

 ＜ファシリテーターの役割＞   

  ○会の進行   ○グループ編成の決定   ○オリエンテーション・アイスブレイク 

  ○適切なグループへの関わり（アイデアの引き出し役） 

  ○発表等に対する適切な助言   ○ワークショップのまとめ 

 保護者の関心の高いテーマにすると参加しようという意欲も湧きま

す。また、わかりやすいテーマの方が参加しやすくなります。 

例：「担任の思い・保護者の思い」「わが子の生活習慣、大丈夫？」 
  「子育てって」「子どもにとって本当に大切なものは」 

ファシリテーターを決める 

「参加」「尊重」「守秘」
とは・・・ 

。 

より多くの保護者が参加できるための工夫 

話しやすい雰囲気作りを考える 

話合いのルールや流れを確認する 
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 活ѣǛپƠƯ活性化 

јௐႎƳǢイǹȖȬイǯǛӕǓλǕǔ 

わたしは なあに？ 

 Ꮡ中など本人に見えないにものの名前をいた紙をᝳり、おʝいに「Yse/No」でሉえら
れるឋբをし、Ꮡ中にかれているものの名前を当てます。ឋբする相手を変えながら自己紹
介もできます。ദᚐした人から座っていく等、グループ作りにも活ဇできます。 

・ƶらいや活動ϋܾを確認します。 

・ቇҥなǲームなどで、И対᩿の緊張を 

 Ǆƙし、気᠉に思いや考えを話すこと 

 ができる雰囲気をƭくります。 

オリエンテーション・アイスブレイク  

（Ⴘႎを共ஊし、雰囲気を和ませる） 

バースデーライン 

 Ǹǧスȁȣーだけで、おʝいのᛓ生日を確認し、１உ１日生まれから１ᲬஉᲭ１日生まれのでɳ
Ƽます。ɳんだࢸに「１・Წ・Ჭ・４・Ჯ・１・Წ・Ჭ・４・Ჯä」とグループの数と同じဪӭを言
い、同じဪӭの人でグループを作ることができます。 

キャッチ 

 全員でになります。手でለを作るように᠉く੮ります。ӫ手の人ࠀしਦをӫᨩの人の
手のለにɥから入れます。ファシリテーターの「ǭȣッȁ」の合で人ࠀしਦをለから引き出
すと同時に手は相手の人ࠀしਦをᡜがƞないように੮ります。「ǭȣșȄ」「ǭȣンプ」な
どᢌう言ᓶを入れるとಏしくなります。 

インパルス 

 みんなで手をƭなƗます。スタートの人を決め、Ʀの人からӫᨩの人の手をǮȥッと੮って
いきます。੮られた人はᨩの人の手を੮っていき、ഏŷと੮手をᡛっていきます。スタートの
人にってくるまでの時間をᚘるとಏしくなります。 

仲間さがし 

 ファシリテーターは、同じː間をすǭーワーȉを言います。
（生まれたஉが同じ人、ڤきな動物等）Ǹǧスȁȣーやӝの動きだ
けでしてもらうとႮりɥがります。できたグループƝとに、どうい
うː間か発表してもらいます。 

３０カウント 

 όになり、ဪにᲭᲪまで数えるが、Წのƭく数܌の時は٣を出ƞずに手を打ちます。ɥ手
になったらᲬとᲭのƭく数܌や3の̿数、4の̿数というようにしてもಏしくなります。 

ポイントĮ ・៲ᡈなテーマにƭいて、グループで自Ўの 

 思いを意見ʩ੭します。 

・子育ての悩みやऴإを共ஊしながらಏしく 

 話合いを進めます。 

アクテǣȓテǣ       

（ɼたる活動） 

ᛅӳƍのȆȸȞƴඝƬƨ活ѣǛᢠ৸Ƣǔ 

活ѣのਰǓᡉǓǛᘍƏ 

○個人・グループでのਰりᡉり 

 活動で気付いたことや学Ƽをワークシートにᚡ入して、グループϋでऴإʩ੭する。 

○全体でのਰりᡉりの共ஊ 

 Ӳグループのˊ表が発表し、全体で共ஊする。 

○進行役のまとめ 

 全体で共ஊしたऴإを៊まえ、意見をまとめたり、担任としての  

 思いを話したりして、ܼࡊと学校が共にӕりኵんでいくことを  

 確認する。 

・活動で気付いたことを個人やグループでਰりᡉりま   

 す。˂ の人の感ेを聴くことにより、ૼ たな気付きが生  

 まれます。 

・参加者同士の一体感もࢍくなり、ȍットワークが生ま 

 れます。 

ਰりᡉり 

 

 

ȀイȤȢンȉランǭング 

（例）「子どもにとって本当に大切なものは」 

Ĭブレインストーȟングで、「子どもにとって大切なもの」をਫƛて  

 いく。 

ĭ出てきた意見の中からᲳƭにまとめる。 

ĮᲳƭの意見の中からˮ付けをする。 

į１ˮとᲳˮになったものを発表し、Ʀのྸ由も伝える。 

ワールȉǫフǧ 

（例）「ޗഭに࣏要なものは」 

ĬޗഭにかれているႸをਫƛる。 

ĭ付箋にႸをき、࣏要か࣏要ないかをグループで  

 相談しながら模造紙にᝳっていく。 

Įグループで一人സり、സりの人は˂のグループの考 

 えをᎥきに行く。（数ׅጮりᡉす） 

įΨのグループにり、˂のグループで出た意見を出  

 し合い、考えをขめる。 
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 活ѣǛپƠƯ活性化 

јௐႎƳǢイǹȖȬイǯǛӕǓλǕǔ 

わたしは なあに？ 

 Ꮡ中など本人に見えないにものの名前をいた紙をᝳり、おʝいに「Yse/No」でሉえら
れるឋբをし、Ꮡ中にかれているものの名前を当てます。ឋբする相手を変えながら自己紹
介もできます。ദᚐした人から座っていく等、グループ作りにも活ဇできます。 

・ƶらいや活動ϋܾを確認します。 

・ቇҥなǲームなどで、И対᩿の緊張を 

 Ǆƙし、気᠉に思いや考えを話すこと 

 ができる雰囲気をƭくります。 

オリエンテーション・アイスブレイク  

（Ⴘႎを共ஊし、雰囲気を和ませる） 

バースデーライン 

 Ǹǧスȁȣーだけで、おʝいのᛓ生日を確認し、１உ１日生まれから１ᲬஉᲭ１日生まれのでɳ
Ƽます。ɳんだࢸに「１・Წ・Ჭ・４・Ჯ・１・Წ・Ჭ・４・Ჯä」とグループの数と同じဪӭを言
い、同じဪӭの人でグループを作ることができます。 

キャッチ 

 全員でになります。手でለを作るように᠉く੮ります。ӫ手の人ࠀしਦをӫᨩの人の
手のለにɥから入れます。ファシリテーターの「ǭȣッȁ」の合で人ࠀしਦをለから引き出
すと同時に手は相手の人ࠀしਦをᡜがƞないように੮ります。「ǭȣșȄ」「ǭȣンプ」な
どᢌう言ᓶを入れるとಏしくなります。 

インパルス 

 みんなで手をƭなƗます。スタートの人を決め、Ʀの人からӫᨩの人の手をǮȥッと੮って
いきます。੮られた人はᨩの人の手を੮っていき、ഏŷと੮手をᡛっていきます。スタートの
人にってくるまでの時間をᚘるとಏしくなります。 

仲間さがし 

 ファシリテーターは、同じː間をすǭーワーȉを言います。
（生まれたஉが同じ人、ڤきな動物等）Ǹǧスȁȣーやӝの動きだ
けでしてもらうとႮりɥがります。できたグループƝとに、どうい
うː間か発表してもらいます。 

３０カウント 

 όになり、ဪにᲭᲪまで数えるが、Წのƭく数܌の時は٣を出ƞずに手を打ちます。ɥ手
になったらᲬとᲭのƭく数܌や3の̿数、4の̿数というようにしてもಏしくなります。 

ポイントĮ ・៲ᡈなテーマにƭいて、グループで自Ўの 

 思いを意見ʩ੭します。 

・子育ての悩みやऴإを共ஊしながらಏしく 

 話合いを進めます。 

アクテǣȓテǣ       

（ɼたる活動） 

ᛅӳƍのȆȸȞƴඝƬƨ活ѣǛᢠ৸Ƣǔ 

活ѣのਰǓᡉǓǛᘍƏ 

○個人・グループでのਰりᡉり 

 活動で気付いたことや学Ƽをワークシートにᚡ入して、グループϋでऴإʩ੭する。 

○全体でのਰりᡉりの共ஊ 

 Ӳグループのˊ表が発表し、全体で共ஊする。 

○進行役のまとめ 

 全体で共ஊしたऴإを៊まえ、意見をまとめたり、担任としての  

 思いを話したりして、ܼࡊと学校が共にӕりኵんでいくことを  

 確認する。 

・活動で気付いたことを個人やグループでਰりᡉりま   

 す。˂ の人の感ेを聴くことにより、ૼ たな気付きが生  

 まれます。 

・参加者同士の一体感もࢍくなり、ȍットワークが生ま 

 れます。 

ਰりᡉり 

 

 

ȀイȤȢンȉランǭング 

（例）「子どもにとって本当に大切なものは」 

Ĭブレインストーȟングで、「子どもにとって大切なもの」をਫƛて  

 いく。 

ĭ出てきた意見の中からᲳƭにまとめる。 

ĮᲳƭの意見の中からˮ付けをする。 

į１ˮとᲳˮになったものを発表し、Ʀのྸ由も伝える。 

ワールȉǫフǧ 

（例）「ޗഭに࣏要なものは」 

ĬޗഭにかれているႸをਫƛる。 

ĭ付箋にႸをき、࣏要か࣏要ないかをグループで  

 相談しながら模造紙にᝳっていく。 

Įグループで一人സり、സりの人は˂のグループの考 

 えをᎥきに行く。（数ׅጮりᡉす） 

įΨのグループにり、˂のグループで出た意見を出  

 し合い、考えをขめる。 
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